


本取扱説明書は，下記モデルの説明を共通にしています。内容に相違がある部介については，説明を併記し
ましたので御注意ください。

一一一」
TH- 25 TH- 45 TH- 55 TH- 25( DM)  TH- 45( DM)  
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ご注意
D T MF 機能付きの
T H  25/ 45 は，包装
ケ一久に ( DM）と捺
印してあります。機
種銘板等には ( DM)
表示はしておりませ
ん。

ご注意
T H  45/ 45( DM) / 551i ，“ 外周為替及び外国

貿易管理法” で定められた戦略物資に該当し
ます。
T H  45/ 45( DM) / 55を1恥出する同，又は国外
に持ち出す時は， H本政府の輸出許可が必要
です。

C AUT I ON 
The T H  45/ 45( DM) / 55 are cont rol l ed 
under  Forei gn Exchange and Forei gn 
Tr ade Cont rol  L a w as one of  t he st rategi c 
product s.  
In t he case of  export i ng t he TH- 45/ 45 
( DM) / 55,  it is r equest ed t hat  you t ake 
necessar y pr ocedur es to obt ai n pri or 
approval  f r om t he J apanese gover nment  
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ンド使用区介・運用にあたってのこ注意・外部装置との接続

ご使用の前に － － － 必ずお読みください。

アンテナを完全に取り付け

ておイ吏いくださいの

アンテナはヱレメン卜でな

く，コネクタ一部を持って回
してください。

外部電源は必ず専用のD Cア

ダブター ( DC I）および DC コ

ード（ P G 2V,  P G- 3 E）をおイ吏
L、くださ L、。

故障の原因になリますので
6 V以下または 16V以上の電圧

を加えないでください。

他の電子機器への電波障害

と，固定用電源の電圧異常に
よるトランシーパーの破損を

避けるため，固定運用時は，

外部アンテナをこ使用くださ
L、。

説
色

内部は調整済みですので手
を触れないでください。
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1  . 定格と付属品

匝 T H  25 1、Hー015 T H  'i5 

般 イ士 様 ( 2mパンド） ( 70cmハンド） (2: Jcrrγ 〈ンド）

周波数範囲 ( MHz )  144- 146 430 - 440 1260- 1: J OO 

電波型式 F 3  ( F M)  

メモリ チャンネ j レ数 1 4 +  l  （コ ノレチャン不ノレ）

周波数切換ステップ ( kHz )  20,  10 

アンテナインビ ダンス (  Q )  50 

電源電圧（定格電圧） ( V)  6  - 1 6  ( 7. 2)  

12V 1 . 2A以下 1 . 8A以ド l . OA以下

HI 9 V  約0 . 9A 約 1. 4A 1 . 0A以下
送信時

7  .zv 約0. 8A 約 l. l A  約 0 . 8 A

消費電流 」0 約0 . 4 A 約 0 . 6A

受信待受時 /f /. J 55mA 約 GOmA

ハッテリセ パ一時平均 約 1 6 mA 約 1 7 mA

オートパワ オフ時 ! f/. J GmA がJ 5 mA

周波数安定度（ I  0℃ー十 60℃） 土 3 p p M 

接地方式 7 イナス様地

寸 ノ去 突起物なし ( mm)  58 × 137 . 5 × 29.  5  58 × 157.  5 × 29. 5 

WX H X D  突起物含む ( mm)  68 5 × 152 × 34.  5  68. 5 × 172 × 37.  5  

重 量 アンテナ・ハンドストランプ・電池含む ( g)  : J ?O 420 

使用温度範囲 （℃） 20一＋ 50

マイヲロホンインピータンス ( k 口） 2  

i差 t言 音E

12V S W以上 1¥可

HI 9 V  約3 . 5 W 約：i . sw l W  
送｛言出力

7  .zv 約 2 . 5 W 約 z w 約0 . 7 W

L O 約0 . 5 W がJ O. l  W 

変調方式 リアクタンス変調

最大周波数偏移 ( kHz )  ± 5  

スプリアス発射強度 60dB以下 ← 5 0 d BU F  

デューティサイクル I 分送信 3 分受信
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国 T H- 2 5  T H  45 T H  55 

受 信一 音H

受信方式 ダブルス パヘテロダイン

第 I IF ( MHz )  16. 9 30.  825 59.  7  
中間周波数

( kHz)  第 2 IF 455 

受信感度 12dB S I NAD 16dBμ ( 0. 16μV) J , J  f  15dBμ( O. J S μV ) U ド 12dBμ (0. 25μV) J : J ド

スケノレチ！態度 20dB11( 0. l μV) U f  16dBμ( 0 . 16μV）以下

6  d B申冨 12k Hz以上
選 択 度

40 d B中面 28k Hz以下 32 k Hz以 F
低周波出力 (  8  Q 負荷ひずみ率 10%) 200mWJ : J J二

e  ;,§IJ 定法はJ AI A （日本アマチュア無線機器士業会）で定めた J則定法によります 0

・定格は技術開発に伴い変更すること力、ありますの

ノ＼ンドストラソプ

．付属品
アンテナ・ ・・・・ E .....・・ーー・ーーー 1
電池ケース ( B T  6)  ーー・・ E E ・1
ヘルトフソク・・ーーーー・・・ ー・・・ーー1
ノ、ンドストラソフ白・・ーーー・・ 1  

1
1
1
1
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書
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書
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説
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証
作
扱
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保
操
取

こづ主意：

夕、ンボール箱などは，移動

の際やアフターサービスのこ
ff(車頁H寺などのために｛呆｛－＇f- して
おいてください。

ベ j レ卜フック

T  T  
このイラストはT H 45です。
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2. 電池
・電池のセッテイング

ケース中央の爪を押しなが
らケースを左右に開きます。

⑤θ の印どおりに，単 3 型l

7 ンガン電池またはアルカリ
電池を 6 本入れます。

閉める時は，まず底部の 2

ケ所の爪をはめ合わせてから
閉じてくださし、。
ご注意

単 3 型Ni Cd電池は，端f や
電池被ふくのショートによる
発熱て＼電池ケースと本体の
破損をひきおこすことがあり
ます。単 3 型Ni Cd電池は使用
しないでください。

国電池ケースの本体取
り付け，取りはずし

本体と電池ケースの講を合
わせてスライドさせます。

はずす時は， リリースボタ
ンを押し上げて， リリースボ
タン側にスライドさせてくだ
さし、。

6  

開ける時押す

爪を 合わせ
てかり閉める

・電圧レベル表示
送信 I，，は， L C Dディスプレ

イのシグナルメータが電圧レ
ベルを表示します。電池交換／
充電の日交にしてください。 BUSY•••••••••• -

L C Dディスフレイ

単 3 型電池の場合ー. . . . しo wパワー送信時の目安

未使用時 ．．．．．．．．仁〕〔つにつ
電池交換 ・・・園口口仁J c=J 亡
HI ノてワ では，電池の消耗力、激しいので，アルカリマンガン電池
またはNi Cd電池ノてソク（別売）のご使用をおすすめします υ

Ni Cd電池ノ〈ックの場合

モデ j レ名｜ V  I  mAh  高充電 要主ノし

P B  5  200 I 圃・・・・・；」「；：：：γ
ト一一一一一一一一

弓γ 7.21 川町一lー：：：. I  
P B  7  I  I  00 

P B  8  I  12 I  60 口 1 ・圃・・・・・・・・・・ l ・・・・・・・圃：：，•： :  



圃運用時間
屯池の積知による泡Oi l 時間の日京てはド!XI のとおりです。
7 ンガン電池をご使用の時は， L O パワーの位置での交信をお
すすめします。
長時間運用をされるH寺はNi Cd電池をこ使用ください。

TH- 25 

14 

12 

A
U
λ
7
Q
 

1
3
8
 

W
 

2
 

0
圧電の時送＋

』
島

時
力
回

一
出
電

勺
波
池

J

信
信
周
電

同
送
受
低
滋

電
圧
川

ご使用いただける下限の目安

4  I  Ni Cd電池 7.zv 
200n, Ah( PB- 5)  

＼＼～ー～ I － ～～～ー～
マンガン マンガン電，也 アルカリマンガン
電池（ B T  6) L ow Power（日T- 6) 電池（BT- 6)

60 120 180 240 30日 経過時間（分）

TH- 45 

電
圧

ご使用いただける下限の目安

マンガン
電池
（日T- 6)

ーも～ー一～アルカリ
マンガン電池 マンガン電池（日T- 6)
L ow Power（日T 6)  

60 180 240 300 経過時間（介）120 

l 分
3介

TH- 55 

14 j  N  Cd電池 12V
ト ~mAh(PBB)

12 t  －ーーー－
I  NCd電也
I  7  2V 

電 IQ1  ;o~:Ah I  200mAh 

（守） 81 ( PB,  

Hi ーハワ一時
送信 l 骨
受信 3分
低周波出力 ・0. ZW BQ 
※ 電池電圧は送信時の電圧

N1Cd電，也 7. 2V 600mAh(  P目的

電池
( BT  6) 

こ使用いただける下限の目安

マンカ’ ン電池
L ow Power（日T 6)  

一一一一一一ー
アJレ力リ
マンカ’ ン電，也（BT- 6)

60 120 180 240 300 経過時間（介）
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3. 操 作 ①アンテナコネクター：付属のアンテナのコネクタ 部を挿入して，右に｜｜⑧同調ツマミ

．各部の名称と機能

8  

② T X イ ン ジ ケ ー タ ー
送信時に点灯します。

③ V O L ツ マ ミ

左回し切りで，電源OF Fになり
ます。

④ S Q L（スケルチ）ツマミ

時計方向に回して，無信号時の
“ ザー” という音を消すスケノレチ
動作に使います。

⑤MH zキー

V F Oモードの時押
すと同調ツ 7 ミで
周波数を MH z 単
位で変えられます。

⑪受信周波数に対する送信周波数の＋ を示し
ます。表示なしは，送・受の周波数が同じ（シ
ンプレソクス）です。
スプリットチャンネノレ使用中は，仁三］＋が同時
に， リパース中は仁三コか＋が点滅します。

⑫！品 i皮数を表示します。

よiアー 「－ ~~.- ~,-.~ ~, ~, 
：；干しし企，； t~ ＿ l;l_l;!_f;~ ＇

⑬スケノレチが聞いている聞はこの表示か
点灯します。

⑭受信時は，シグナノレメ タになります。
送信時は，バッテリーの電圧レベノレを示
します。

恒lし， しっかり［ti［定してください。 ｜ ！各種の周波数，メモリーチャンネ

⑥ V F Oキー

押すと V F Oモードになり，向調ツ
7 ミで周波数を20（または IO) k Hz  
単位で変えられます。 1 秒以上押
し品売けると，ノ〈ンドスキャンを開
始します。もう 度このキ を押
すと，スキャンが停止します。

⑦M Rキー

ノレの設定およびスキャンの方向を
変える為に使います。

⑨ B E L Lキー：ベノレ機能をO N
/ OF Fさせます。

⑩ C A L Lキー・コーノレチャンネ

ノレをON/ OF Fさせます。

押すとメモリーチャンネノレモード
になり同調ツ 7 ミでメモリ チャ
ンネノレを変えられます。
1秒以上押し続けるとメモリーチ
ャンネノレスキャンを開始します。
もう一度このキーを押すと，スキ
ャンが停止します。

⑮ベノレ機能がO Nの時，点灯します。
信号を受信すると，点、減になリます。

⑫使用中のメモリーチャンネノレナンバ
およびコール千ャンネル、、r ，， を表示し
ます。 ι  

⑫ M Rモード中は点灯します。
メモリー書き込みモードの時は点滅しま
す。

⑩ CT CS S周波数設定中の， Hz 単位を示します。
オートパワーオフとオートノ、ッテリーセーパー
が動作停止中は，この表示が点灯します。 ( 17頁
参照）



⑮F  L O C K（周波数固定）
ス イ ッチ

上方的lにスラ午ドさせると
L AMP ,  MON! ,  P T T  U タト
のキ および同調ツ 7 ミは
動作しなくなります。

⑧ MON I T O R（モニター）
ス イッチ

このスイソチを 1111 している
問だけスケノレチ創作を解除
します。

⑧ L A M Pスイッ チ
L C Dティスプレイの照明O
N/ OF Fスイソチです。
点灯後 5 秒以上キー操作が
ないと自動的に消えます。

⑮ P T T ( P u s h  T o  Tal k)  

ス イ ッチ
j孟イ百するときは，このP T T
スイソチを押しながら， 7

イクロホンに向かつてお話
しく fこさい。

⑧リリー ス ボ タ ン
電池ケースを取り外す時，
このボタンをH＇し上げて，
ロックを外しながら電池ケ

スをスライドさせてくだ
さ＇＇ 0  

⑧Mキー
このキ を押すと，チャン不ノレナンバーが 5 秒間点滅し
ます。点滅中にf也のキ と組み合わせて i、江の機能をお
こないます。（中川ーさせるには点滅中に丙びMキーを押し
ます。）

じ田口立E
己旦且豆豆ユ
[ M] 亡立Eill
GSI1旦豆E
[ M] 亡8EI J J
[ M]  [ I士主豆日

メモ ＇）一書き込み
CAL Lチベンネル書き込み
メモリ シフト
ステソプ切り換え
ビ 7 音 ON/ OF F
トーン ON/ OF F

「E口 ( 1秒）「可百1 メモリ 7 スク

⑩ HI - L Oスイッチ

i孟イu /I', )J を切り換えるスイソチです。
近距離交信では， L Oの位置でお使いく
ださい。電（也の消耗が少なくなり，重力
作時間が延びます。

直E TH- 55 
HI  L O  

⑧ S P端子
外部スピカ または
イヤホン肘端子です。

⑧ ハ ン ド ス ト ラ ッ

プ取付穴

⑩ ス ビ ー カ ー

⑩ MI C端子
外部7 イクロホン肘の
端子です。

⑮電池ケース

⑩ C T C S Sキ－
C T C S Sユニソト T S U G  ()j1トノ主）を）fl( リ
H けた11s，司 C T C S S ,Ji)Jjjsを ON/ OF F す
るためのキーです。

⑨ S H J F Tキー（TH- 45/ 55のみ）
受信！剖 I皮数に対して j孟信周波数
を 5 MH z  ( T H 45) ,  2 0 MHz  
( TH- 55）だけ＋またはー Ji 向に
シフトさせるキ←です。

⑩ R E V（リバース）
キー（TH- 45/ 55のみ）
シフト中またはスフ己
リソトメモリ一重力｛乍
中に送・受信周波数
を反転させます。
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．受信
電池ケ←スとアンテナの扱討しが終わりましたら，次の Jll!i 庁；で操

｛干してくだーさい。
1  電源スイッチ（V OLツ7 ミ）をO Nにします。（L C Dディスブレ

イが図1のようになっていない場合はメモリーをリセソ卜（ 1 J  

べージ）してください。） V OL ツ7 ミを時計方 (r,J にまわすと

“ ザー” という雑音または交信中の音声が聞こえてきます。
2.  S QLツ7 ミを時計方向にまわして“ ザ ” というキff ff が<i'i える

位置 ( BUS Y表示が消える位置）にします。
3. 同調ツ 7 ミで希望の周波数を選ぴます。

イ，~； ',Jーが人ると B US Y表ノJミが灯きます。

附

ω

民
d

一－一、
d

nJ』一・
1

・F

－
一
川
、
町

H

一，
e
即

T
f
i
l
l－
－
！
 

図

TH- 45 

r;;~, TH- 55 

「
｜円 i: ，－，，－，，守 l

可＿，，！.. .14 .. 11. .. 1  '  
i.susv＿二一」

T H  55の場合： RI T ツ7 ミで，受信周波数を約土5k Hz 変えら
れます（表示周波数と送信周波数は変わりません）。 R I Tツ7 ミは
通常はセンタークリック位置に設定してください。

周波数の設定
V F Oキーを押してV F Oモードにします。 L C Dティスプレイに引

作中の送受信周波数が表ぶされます 0・V F Oモード
r,,1調ツ 7 ミを lnJ すと，周波

数はあらかじめ選択されたス
テソプで変わります。

上限ー（下限）の周波数に達す
ると， 再ひどド限（［ー限）の！古i i皮
数になります。

一一~－ ~~l
:  ・－：千？三J

長灯

10 

・MH zモード
V F Oモード，，，に，M Hzキー

を押して，［， i] ,J/;J ツマミを［111す
と，！日｝！主紋は， MHzi ¥i . f ：，：で変
わります。 jlf びMH zキーを｛IJI

すか， 5 秒たつと， V F Oモー
ドにかごります。

．ステップの変更

［ー・一一一 ） 

型子 ~J
戸、 p威

ドえじの l ～ 3 の操行ーをく I）返すたびに司！日｝！主1Y1切H巳ステソプは

20kHz とl OkHz lこ交 ／1_ に変わります。

1.  V F Oキーを押しますの
2  .  1'r 1f1i のMキーを押します 0

:; .  5干すよドj、｜人j に， MH zキ を
{IJI します。
[,,J,U/;J ツ7 ミを J11J して， ス
テッブが交わったことを

P作＂立してくださいの

・送信

同
調
ン
マ

MHzキ← V F Oキ

二のイラストはT H 45です

ご注意

1  .  jえもIする 1iii に、必ずその J,'<]j ）主役を’ 乏｛， r し，他人，jが交じしてい
ないことを的 ，， !,,1、してください。

2. ハイパワーて長時間送信すると，機器の温度が上昇し，故障
の原因となるニともありますのて，こ‘ 注意ください。

1.  P T Tスイッチを押します。 T X インジケーターが点士丁し送伝
状態になります。

2. 正面スピーカ一部に向って話してください。マイクロホンと
口の間隔は， 5 c m位が適当です。



・メモリー
メモリーチャンネルは， 1  c hから 1 4 c hまで 14あります。

・チャンネルごとに下記のデ

ータをメモリーできます。
1  .  iきi ・r乏イ言！合Ji ）主主文
2.  C T CS Sグ）ON/ OF F
:3. ト ンのON/ OF F
4  . ト ン周 i皮数

日 シフト ）j 向（十，ー）
( T H- 4 5 / 5 5のみ）

・特殊なメモリ一機能。
1  メモリーシフト
2  スフリソ卜チャンネル

:3 メモリ－ 7 スク

4  オートメモリーイニシ
ャライス、

圃メモリーリセット
メモリーした内容をすべて消去する場合やディスプレイパネル

の表示が異常な場合にはリセソトしてください。
全てのメモリーチャンネルの値が消去され， ド記の初期設定値

になります。

初期設定 T H- 4 5  T H- 5 5  T H- 2 5  

V F O 433.  000MHz  1295.  00口MHz145 000MHz  

守
ム
一
守

L

H
一
同

Z
一
M
一
M

H
一日一

O

K
一日一

o

nu
一
nu
一
nu

q〆
」
一
白
一
白

－rb
－r
b
 

－AU『
一

AU『

一
11

－LV

百
回
一
レ
一

j

山
市
一
初
一
ネ

仁
一
人
／
一
ン

ハ
一
ヤ
一
ヤ

ユ
ア
一
チ
一
千

ス
一
一
一
レ
v

O
一
J
一
J

F
一
ぞ
一
一

＼
－
メ
一
コ

20kHz  20kHz 

1295.  000MHz  

1295.  000MHz  

433.  000MHz  

433.  000MHz  

1  . 電源スイソチ（V O Lツ7 ミ）をOF Fにします。
2  . 背面のMキ を押しながら電源スイソチをO Nにします。

ご注意：
本機は，特定のチャンネルを消去することは出米ません。特定

チャンネルの消去にはメモリ－ 7 スクをご利用くださし、。

圃メモリーの書き込み
1.  V F Oキーを押して同調ツ

7 ミで希望の周波数を設

定します。
必要に応じて C T C S S
( P. 21参照） T ONE ,  T O  
N E周波数，シフト方向
( P. 16参照）を設定しま
す。

2  . 背面のMキーを押すと書

き込みモードになりまホ己
チャンヰル表示のA が
点滅している聞に次の
操作を行ってください。
5 秒間操作がないと，
書き込みモートは解除
されます。

3  . 同調ツ 7 ミを回して希望
のメモリーチャンネルを

選ぴます。
書き込みモード中は周
波数表示はそのままで
チャンネル表示だけが
変わります。

4  . チャンネルを決めたら 5

秒以内に M Rキーを押し

ます。はじめに設定した
テータがメモリーされま

す。

口

。.. ,  C  :u-u-1 
i可」.c Lf L..f 

直

…，： :,,-,r, .  パー：，. ζ ，＿. L..f ;_ 

点；成。
…，： ：，，－，，－，司
パ ~u 二，＿.，＿， '.;i_ 

点；成

ロ

11 



．メモリーの呼び出し
1.  M R キーを押します。メモリ 呼

ぴ出しモードになり、最後に操作
したチャンネルとデ タが表示さ

れます。
2 . 同調ツ 7 ミを同して希望のメモリ

ーチャンネルを選ぴます。
メモリーされているチャンネルのナン

，，ーとチータだけが順次表示されます。
メモリーされないチャンネルはチャン

オJ レナンバーも表示されません。

3. 呼び出しを解除するには， V F Oキ
を押してV F Oモードにします。

．コールチャンネル
コールチャンネルは， C A L L キーを

押すだけで呼び出せます。
解除は， もう一度C A L Lキーを押し

ます。

ロ
…•= ：，，－，.－，『パ.：u: L..f ，＿，ゴ。
…，： .-, ,:, ,-, .. パ.：t.L..f Cf  L..f ::, 

... ,: .-, .-, .-, .. 
;  ・-; .:,.,_. ,_. ，＿. ι  

TH- 25の場合

・書き換え
コールチャンネル（T H- 2 5 : 145. 000,  T H  45:  433. 000,  T H  

55 1295. 000）は通常のメモリ チャンネルと！日l織の内容に変え

ることもできます。

1  . 希望の周波数等を設定します。

2.  Mキ を押し， 5秒以内にC A L L
キーを押します。これでC A L Lチャ

ンネルが言二き換わります。

12 

匿

ロCAL L

圃メモリーシフト
メモリ チャンネル呼び出し中に，その内芥をV F Oに移すこと

ができます。
メモリーシフトを行っても，もとの

メモリーチャンヰJレは消去されません。

1  . メモリ チャンネルを表

示させます。

2  . 背面のM キーを押し， 5  

秒以内にV F Oキーを押し

ます。

スフ。リソトチャンネ／レカミら

メモリーシフトを行った場合
は，受信周 i皮数がV F Oに移り

ます。

・・ a •: : , . - , . - ,  司

i  ・-; .:.t. C  L..f U  .:.i 

直
M

口問
…•: :,.-,.-, パ.：，.c ,_.,_. 

．スプリットチャンネル
メモリ チャンネル13および14は， i盈常のメモリーチャンネル

としての機能のほかに送・受別々の周波数をメモリーできます 0

・書き込み 〆

1.  V F Oキーを押して同調ツ
7 ミで希望の受信周波数
を設定します。

（例 145. 080MHz )  
必要に応じてC T C S S , T ONE ,

T O N E周波数を設定する。
2.  Mキーを押し同調ツ 7 ミ

でメモリーチャンネル13

（または14）を選ぴ， M R  

キーを押します。

…r  .-,,:,.-, パ.：t . UCf  U  

…r  .－，，：，.－，・司
i  ・-; . : . t.U Cf Lf姐，F

点滅



3.  V F Oキーを押し，同誌lツ
7 ミで送信周波数を設定
します。

日。
:e.:5.38[1 

亙

（例 145. 380MHz )  

4. 背面のM キーを押し，メ
モリーチャンネル13をH乎

び出します。

5  .  5平少以内にP T Tスイソチ
を十甲しなカずら恥1 Rキーを

押します。
メモリ←チャンネル13に
送・受別々の周波数がメ
モリーされV F Oモードに
戻ります。（この時はP T T
スイッチを押しでも送信
されません。）

6  . 孔1 R キーを十fjl してメモリ
ーチャンネル13を日干ぴ出

します。
スフ。リットチャンネルを

示す仁己，＋がL C Dディ
スプレイに表示されま七

・解除
あらたに受信周波数を書き込むと，スプリットチャンネルは解

除されます。

... •""'- .-,...,,_, r，. 司

パ ~.UOU!.;J_,

点滅
P T Tスイ y チを

押しな力、ら

口
MR  

E ヨ4 固

•""'- nt:,r, ：・－：コ. uau: 3

ご注意：
TH- 45/ 55ではスプリットチャンネルイ夏用中， S HI F Tキーはト

ーンのON/ OF Fのみを行います。

圃メモリーマスク
メモリーチャンネル 1 を除く任意のメモリーチャンネルを一時

的に隠す機能です。 7 スクされたメモリーチャンネルは，選局や

メモリースキャンの対象からはずされます。

l .  7 スクしたいメモリーチャン

ネルを表示させます。
（例 13ch. スプリットメモリ

一中）

2  . 背面のM キ を 1 秒以上押し
続けます。チャンネルと企が
ともに点滅をはじめます。

3  .  5秒以内にM Rキーを押しま
す。 13chは7 スクされ， L C D
ディスフ。レイには，上f立の有
効チャンネル（例では 1 ch)  
が表示されます。

・マスクの解除
1.  M Rキーを押して M Rモード

にします。
2  . 背面のMキーを l 秒以上押し

続けます。チャンネルと A が
ともに点滅しはじめます。

3  . 同調ツマミをまわすと，すべ
てのチャンネル表示が現われ

ます。
マスクを角平除したいチャンネ
ルを表示させます。
（例 13ch)

E l - t・
••• t""'. .-,...,,_, .-, . 『パ.：t.UC.fUi . : . i

杉
一

m，

山一＋，

d
t
一
回
“
ト

ロ 点滅

... •= .-,.-,.-, .  ;・-1.:,.uuu ;  

。M l 秒

... t: .－，.－，.－，＿.、』j；守一：，. uuu二；：。点滅

••. t""'. .-, .-, .-, ..司パ.：t . UU&. f、．
点滅

13 



4.  5秒以内にM Rキーを押
しますロ
メモリーチャンネル13が
f夏起します。

口
1 3  -t・,: .-, ,:, .-, 
I  1-f ::J.u D u  f  3  

．オートメモリーイニシャライズ
L C Dディスプレイに表示中の周波数をメモリーチャンネル 1 に

書き込み，その周波数を起点に， 20kHzずつ高い周波数を，メモ
リー 2 - 1 0に自動的にメモリーする機能です。

1.  V F Oキーを押して同調ツ 7

ミで，起点にする周波数を
設定します。

2 .  ー度電源スイッチ（V O L ツ
7 ミ）をOF Fにします。

3.  M Rキー（またはV F Oキー）
を押しながら電源スイッチ
をO Nにします。
L C Dディスフロレイにはメモ
リーチャンネル 1 が表示さ
れます。

4 . 同調ツ7 ミをまわしてメモ
リ－ 2  - 1 0の周波数を確認
します。

ご注意：

口
MR  

f甲しなカ〈ら
Power  O N  

.. '  •: .-,.-, ,., '  
;  'i ~f .L..f L..f L..f ;  

~ 0  
2ch 145. 020 
3ch 145. 040 

I  Och 145. 180 

メモリーチャンネル 1 - 1 0に，すでに他のデータが書き込まれ
ている状態で上記の操作をすると， 1  - 1 0チャンネルに書き込ま
れていたそれらのデータは消去されます。

14 

・スキャン
スキャンをはじめる前に， S QLツ7 ミを時計方向に回して“ ザ

ー” という音の消える位置にします。スキャン中はMH z？ークが
点滅します。

・スキャンの種類
バンドスキャン

V F Oキーを 1秒以上押し続けます。表示周波数から， U P方向に，
選択されたステップで，スキャンします。
メモリースキャン
M Rキーを l 秒以上押し続けます。
メモリーチャンネルを）I頃J欠スキャンします。メモリーされてい

るチャンネルが 1 ツの時は，スキャンしません。
メモリーマスクされているチャンネルは，とばします。

・スキャン・ストップ
信号が入ると B US Y表示が点灯し，スキャンは一時停止しま七

5 秒経つと再びスキャンをはじめます。
・スキャン方向の変更

スキャン中に同調ツ 7 ミをまわすと右回し： U P，左回し： D O
W Nになります。

スキャン・ストップ中に同調ツ 7 ミをまわすと，スキャンを再
開します。
・スキャンの解除

スキャン中に P T Tスイッチを押すと，スキャンは解除されます。
この時は送信状態にはなりません。

他のキー（MONI , L A MPスイッチ以外）でもスキャンは解除さ
れます。



．レピータ一（TH- 45/ 55のみ）
U H F，：汗では噌 j玄く自仕れた局どうしの交｛言ができるように， ビル

の席上や l L  lの l：などの見通しの良い場所にレピーター（自動rp継
/,,i ）が設置されています。

般的にレピーターは，受信と送信の周波及が4: 30MHz帯：
5MHz ,  1200MHz  f汗： 2 0 MHz維れています。また，信号に 88. 5Hz
のサフトーンが付加されている場合に励行二します。

ノ
、γ、

、、，，
L

．レピーターの運用
本，／＇／；長はオ 卜レピータ オ

フセソ卜機能を J采汁1しており，
f d己阿波数表示になると自動
的にシフト， トーン O Nの状
態になリます。

（送信） 434. 6 4MHz  メl、 （受信） 439. 64MHz  
（受信） 439. 6 4MHz  バン’~、 （送信） 434. 6 4MHz  

ノム〆E司1、ご；、

密口通
A さん 巳さん

司，ap
s
，a，F 
aEF－－－ 

‘，．可ご
e
T
i
a同oJ 

E

む

T H- 4 5 :  4 3 9MHz台，シフト｜隔 忌MH z
T H  55 ・1290 - 1292MHz台，シフト幅 2 0 MHz  

受信周波数をレビーターの！日1皮数，（例 439. f i 4MHz）に l没定して
i孟｛三すると， ＂孔1 Hz シフト（WU, 434.G•1MHz ）になリ，同 H 寺に

内部の 88. 5Hz トーン［，q日各が副作します。

｛反に将>I三次のようなレビーターができた場合には以ドの方法で

対応が可能です。

1  . 周波数が4 3 9MHz台でない場合（T H 45)  
周波数が1290MHz～ 1292MHz台でない場合（T H 55)  

S HI F Tキーで， 7 ニュアルf呆イ乍してください（P. 16）。
2. シフト幅が－ 5 MH zでない場合（TH- 45)

シフト幅が－ 2 0 MHzでない場合（TH- 55)
スフ。リットチャンネルをイ史用してください（P. 12）。

3  トーン周波数が88. 5Hz でなし、場合
C T C S S ユニソト T S U 6  （別売）を使用してください
( P. 21）。

・リパース
レピーターを使用した交信中に，相手局と直接交信できるかど

うかをチエソクするために，送・受信周波数を反転させる機能で
す。

S HI F T重力イ乍，または， スフ。
リソトメモリーチャンネルの
時， R E Vキーを押すと，送・
受の周波数がいれかわり，巴ヨ
または十の表示が点滅します。
もう 度押すと解除されます。

439 . 64MHz 仁三コシフトの例

l法LOF F（受信） O N（送信）

Eヨ 目
OF F  

υ，J:3.E, ιfu 円 吋川j、ι／.E, a可，un  

¥ 1 1 _  、s '  
O N  

d、；＂＇ι・－：3：ι／.E, υ，u  r, ー＼日・1:::8.E，υeι 円， 

15 



・シフト
受信周波数に対して，送信周波数を T H 45:  5MHz ,  TH- 55:  

2 0MHz だけ＋または 方向にシフトさせる機能です。
シフトを仁三コまたは十に設定すると，自動的にトーン回路がO N

になり， T 表示が点l灯します。
S HI F Tキーを押すごとに F凶のように切りかわります。

~39~Ei'-I[] H; 9. 5' - ID ＇→卜1!1.Ei'-1[1 • 

十シフ卜， トーンO N y フト， トーンON

・トーン

シンプレ y クス，
ト ンOF F

TH- 45/ 55は，オートレピーターオフセソ卜，またはS HI F Tキ
ーかE三コまたは＋の時には，自動的にトーンがO Nになります。

トーンを単独で ON/ OF Fさせる必要がある場合は，
1  . 背面のM キーを押す。メモリーチャンネル番号が 5 秒間点滅

します。
2. 点滅している聞にCT CS Sキーを押す。
この動作をくり返すごとにトーンは単独でON/ OF F し， T 表示

カぎON/ OF F します。

. D T M F  
P T Tスイッチをす甲し（T Xインジケーターがついていることを

有雀認し）ながら，テンキーを押してください。 T K R 200/300用D T MF
デコーダユニット（TD- 1）などを遠隔操作することができます。

16 

．ベル機能（留守番着信表示）
L C Dディスプレイに設定された周波数に信

号が入ると音声ではなし
1. アラーム音（ピーピー）を 5 秒間鳴ら

します。 ~ 
2. ベル表示は点滅を続けます。これにより，特定局の着信を

警報したり，留守中の着信を女uらせる機能です。
CT CS Sユニット（T S U 6）を使用すると，トーン信号が一致した

時だけ，ベル機能が動作します。

・操作
1.  S QLツ7 ミを右に回して， ザー” という音を消します。
2.  P. 21の方法でCT CS S周波数を設定し， CT CS SをO Nにしま

す。（T S U 6使用時のみ）
3.  B E L Lキーを押します。ベル表示が点灯します。
4. 信号が入ると，①ベル表示点滅，②B US Y表示点灯，③“ ビー

ピー” 音のくり返し（ 5 秒間）により，入感を知らせます。
( CTCSS O N時は，トーン一致信号が約2秒続くと動作します。）

5. 再びBE L Lキーを押すと，ベル機能は解除されます。
また，ベル表示点滅中はP T Tスイッチを押しでも解除できます。

ヘルO N中は，音声信号は入りません。また， L A MP , MONI スイッチのみ
が動作します。その他のキーおよびP T Tスイッチ，同調ツマミは無効になり
ます。ベJレO N中にはオートパワーオフ機能は動作しません。
ご注意：
1. ベル機能は受信した電波の質（イグニソションノイズの混入

等）で誤動作する場合があります。
トーン周波数を 141. 3Hz以下に設定することによりこれらの
影響を受けにくくすることができます。

2. レピーター使用時は，レピーターの性質上CT CS Sが使えませ
んので， CT CS SをOF Fにしておイ吏いく fごさい。



・オー卜ノ〈ワーオフ（A P O)
受信状態て＂， 59分以上信号入力もキー操作もないと，

1  . 約 5 秒間警告音がなり
ます。

2. その後 l 分以内にキー
操作がないと， L C D デ

ィスプレイは右記表示
となり，全ての機能が
停止します。

.-,.: t: 6宮内
;- £.I L..f”  

解除には， MONI キーを押すか，電源スイッチを人れ白してく
ださ＇＇ 0 スキャン中と，ベル O N中はオートノぐワーオフになリま

せん。
ご注意：

オートノ f ワーオフ中でもわずかな電流が流れています。使用し

ない場合には必ず電源を切ってください。

．バッテリーセーパー（B S )
受信待受時の消費電力を少くする為，スケルチが閉じたま、 10

秒以上キー操作をしないと，自動的に電源を ON/ OF F します。

O N  OF F  

市句200 800ms  
ms  

スケルチが聞くか，キー操イ乍をすると，ノ〈ッテリーセーブは自

動的に解除されます。

スキャン中はバッテリーセーブになりません。

・オートパワーオフ，バッテリーセーバーの動作停止
オートパワーオフ，バッテリーセーパーの動作は，次のように

2 通りに停止させることができます。

A オ トパワーオフ，バッテリ I B. オートパワーオフだけ動作を
ーセーノてー共動作を停止する｜ 停止する場合
場合

｜｜電源スインチ（V OLツマミ）をOF Fにします。

_  ,  MH zキ を押しながら電源スイ I C T C S Sキーを押しながら電源ス
操 1 1 ンチをO Nにします。 ｜イツチをO Nにします。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
内 I L C Dディスプレイに，動作停止を示すマークが点灯し（下図），操

イ乍
- ＇作に対応した機能が動作を停止します。

動作停止マーク点灯中に， I,  2 の操作をすると，動作停止マ－
4  I クが消えて，オートパワーオフ，バッテリーセーパー共に機能を

回復します。

一度操作をすると，電源
スイッチをオフにしても操
作した状態が保持されます。

ベル機能を使用中，また
は F . L OCKスイソチがO N
の時は， 2 の操作ができま
せんのでご注意ください。

／ ~~~J 
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．ビープ音
各キーまたはキー操作時に，下記のビープ音がなります。

音程 周波数Hz キー操作

ラ A 440. 08 '. CALL,  REV. BELL.  TONE,  CTCSS.  MHz,  M, SCAN OFFll.' i '  

ン B 493. 88 ；スキャンのー時停止時

ド C 523.  25 目V F Oモード設定時．メモリ シフト時

Cl本 554 37 ：ーオフセ y ト設定時

レ D 587.  33 ：シンプレ y クス・オフセ γ ト設定時

D #  622 26 ：＋オフセット設定時

ミ E 659 25 ' . MCHモード設定時．メモリーチャンネル I 選択吋

ファ F 698 46 ：メモリー動作完 f 時， CT CS S周波数設定終 r時
ソ G 783 98 '. CALL,  REV,  BELL,  TONE,  CTCSS,  MHz,  SCAN O N時

G #  830 61 ：メモリーチャンネル， CT CS S周波数選択時

ラ A 880. 00 ' . MモードO N時．スプリソトチャンネノレ設定モード時

A #  932 33 ：ステ y プ変更時

シ B 987 77 オートパワーオ7 の警告

7 ァF 1396. 91 ：無効キ一入力時

2000 ：ベル音

・ビープ音のON/ OF F
背面のM キーを押して， BE L L キーを押します。ベル音以外の

全てのビープ音はOF Fになりますロ
再びくり返すと，ビープ音はO Nになります。

18 

5  . 保 守
．アフターサービス
1  . 保証書 保証書には必ず所定事項（ご購入店名，ご購入日）

の記入および記載内容をお確かめの上，大切に保存してくだ
さL、。

2. 保証期間 お買い上げの日より 1年間です。
正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生じた場合，お
手数ですが製品に保証書を添えて，お買い上げの販売店また
は当社サービスセンター，営業所にご相談ください。保証書
の規定に従って修理いたします。

久保証期間経過後の修理については，お買い上げの販売店また
は当社サービスセンター，営業所にご相談ください。修理に
よって機能が維持できる場合，お客様のご要望により有料で
修理いたします。

4. アフターサービスについてご不明な点は，お買い上げの販売

店または当社サービスセンター，営業所にご遠慮なくご相談
くださし、。

マイコンパックアップ用リチウム電池について
本機は， リチウム電池でメモリーを保持しています。このため電源スイ

ッチを切ってもメモリーは消えません。電源スイ y チを入れた時，前にメ
モリ した周波数が消えて，初期設定値になるようでしたら，リチウム電
池の寿命（約 5 年）です。ご購入店，または当社サービスセンターで電池
を交換してください（有料）。



．故障とお考えになる前に
次のような症状は，故障ではありませんのでよくお調べ下さい。

症 状 原 因 処 置

電源スイソチをいれでも表示が出ない。 a 電池の電圧がドっている。 a 電池の交換（Ni Cd’ 毛池の場合は充電）をして
くfこ、さし、。

b. DCアダプターの＠栃とθ 極が逆になっている。 b 電源コード（PG- 2V）は赤が⑥，黒が白です。
c . DCアダプターまたはD Cコードのヒュ ズが C.  D Cアダフ。ターまたはD Cコ←ドのヒュ ズを

使用している場合
切j jれている。 交換してください。

送信中に， L C Dディスプレイや T Xインジケー a 電源の電池が下っている。 a 電池の交換（Ni Crl 電池の場合は充電）をして
タ が点滅したり，消えたりする。 くfごさし、。

受信できない。 a スケルチが閉じている。 a . SQLツ7 ミを反時計方向に回してください。
V OL ツ7 ミを同しでも，スピーカ から音が出 b . P T T スイッチが押されて， i孟イ言ユ犬態になって b . PT Tスイッチを OF Fにしてください。
ない。 いる。

同調ツマミを凶しでも，キーを押しでも，表示 a. F . LOCKスイソチがO Nになっている。 a. F . LOCKスイッチを下側にスライドさせて，
が変化しない。 OF F  にしてくアニさい。

b. B E L Lキ がO Nになっている ( BE L L表示が b. BE L Lキーを押して， B E L L機能を OF Fにし
nし、ーとし、る）。 てくださし、（BE L L表示は消えます）。

同調ツ 7 ミを閉しでも周波数表示が変化しない。 a . CAL LキーがO Nになっている（C表示が灯い a. CAL L ,  VF O,  M RキーのいずれLかを十甲して
ている）。 C A L Lチャンネノレを解除してください（C表示

はi肖えます）。

M R キ を押して同調ツ7 ミを回しでも，メモ a メモリーチャンネノレ 1以外にテータが書き込 a. f也のチャンネルにデ タをメモリーしてくだ
リーチャンネノレ 1 しか表示されない。 まれしていない。 きい。（→11ページ）

b. f也のメモリ チャンネルは， 7 スクされてい b メモリ－ ？スクを解除してください。
る。 （→13ページ）

電源スイッチを入れた時，前にメモリ した周 a. ？イコンパックアソプ用電池の寿命です。 a ご購入店または当社サ ビスセンターで，電
波数カ吋肖えて，初期設定値になる。 池を交換してくださし、（有料）。

TH- 55の場合ー受信音がひずむ。 a. RI Tツ7 ミがセンタ クリック位置にない。 a. RI Tツ7 ミをセンタークリック位置に合わせ
てください。

b 受信周波数と，相手の送信周波数が少しずれ b. RI Tツ7 ミをまわして，最良の受信状態を選
ている。 定してくださし、。

D T MF操作をし，操作音はしているのに動作し P T Tスイッチが送信状態になっていない。 P T T スイッチを押して， T X インジケーターが
ない（TH- 55のみ）。 ，点し、てし、ることを石在五E、して力、ら， D T M H莱11三を

行ってください。
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6  . アクセサリー

VOX・PT T 1寸
ヘンドセット

HMC - 2  

防水ゾフトケ ス

WR- I  、、
N i C  d パッテリ パック

モ ビルフラケットフチボノ型

イヤホノ MB - 5  
HS - 8  

スヒー力一マイクロホノ C T C S S斗孟ント
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PB- 7 

30 

15 

PB- 8  

ヰ主百I
8  

Ni ＇.：ぱ 1、ッテリーハ y ク N1Cdノ、ンテリーノ、 y ク Ni Cdノ＇ ＇デリーノ、ック N1Cdノてッテり ノ、ンク

P B - 5  P B - 6  P B - 7  P B - 8  
7.  2 V  200mAh 7.  2 V  600mAh 7.  2 V  I  I  OOmAh I  2 V  6（〕OmAh
H  36.  5mm,  80g H  55.  5 mm 165g H  ・ 98.  5 mm 290g H  8 4 mm 250g 

充電器内車 ハソテリ チャ ンヤー コノパクトチャ ンヤ 急速ノぜンテリテ1 ジャ

BC - I  I  ニン力ドパツテリ BC - 9  
P B - 9  

ー盲目吉 、 P B 6/ 7専 用
7  2 V  l恒一

600mAh j  

H  98 5mm,  
250g 府戸端

BC - 1 0  

D  Cアダフタ フラグコード

外部 電源用
D Cアタフタ

ノイズフィルター付

シカレント号イタ

とコ ード

P G- 3 E  
DC - I とP G- 2 V DC - 1  、

単 3電池ケース

BT - 6  
単 3, 6本用

D C  l は，安定化電源用には PG- Z V，車載周には P G 3 E と組み合わ

せておイ吏いください。



圃C T C S Sユニット（T S U- 6 )

トーンスケルチ（CT CS S）は，多くの局が同じ周波数で巡 )jj し
ている時，サブトーン周波数を付加することにより特定局を選択
する方式です。オプションのT SU- 6を取りつけることによりトー
ンスケルチ動作を行うことができます。

e c T C S S周波数の設定 サブトーン周波数 ( Hz )  

1  . 背面のCT CS Sキーを 1秒以上
押し続けます。 L C Dティスプ
レイにサブトーン周波数が表
示されます。

2  同調ツマミをまわすと，サブ
トーン周波数は 1 ステップず
つ変わります。

3. 解除には再ぴ CT CS S キーを
押します。

T S U 6のサブトーン周波数は右
表のとおりです。

・操 作

67. 0 100. 0 141 .3 203. 5 

71 .9 l〔〕3. 5 146. 2 210. 7 

74. 4 107. 2 151 .4 218.  I  

77 .0 110. 9 156. 7 225. 7 

79. 7 114. 8 162. 2 233. 6 

82. 5 118 .8 167. 9 241 .8 

85. 4 123. 0 173. 8 250. 3 

88. 5 127. 3 179. 9 

91 . 5 131 .8 186. 2 

94. 8 136. 5 192. 8 

背面のCT CS Sキーを押します。 L C DディスプレイにCT CS S表
示が出ます。これにより，同じサブトーンが付加された信号が入
感した時だけ受信します。他局がそのチャンネルを使用している
かどうかを確認するには， MONI スイッチを使います。解除には，
再びCT CS Sキーを押します。

e T S U- 6の取りつけ
1. 付属のクッション（大）をT SU- 6の裏に貼りつけておきます。
2. 電池ケースをはずし，本体底部に端子板をとめている 4 本の

ねじをはずします。

3. 端子板を持ち上げて，中のコネクタを取り出します。
4. コネクタに被せてある透明のチューブを取り去りますロコネ

クタの端子聞をつないでいる抵抗も取り去ります。
TH- 45 / 55の場合 内蔵の 8 8 . 5Hzの回路をカットするために，

緑色の線（凶参照）を切断してください。
5.  4 の処理ーの済んだコネクタを， T SU- 6のコネクタにさしこみ

ます。
6.  T S U 6の裏にはりつけたクッションの残りの紙をはがして，

T S U 6を本体に貼りつけます。
7.  リリースボタンを押し上げて，端子板のパネ部をフック穴に

通してから端子板を本体に止めます。線材をはさまないよう
ご注意ください。

端子板
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7. 参 考
・申請書の書き方

本機によりア7 チュア無線局を申請する場合は，市 llocの巾請書に卜記の事
項をまちがし、なく記入の上申請してくださし」 O印の箇所には，下記の表よ
リそれぞれのモデルに該当する事項を記入してくださし、。また，本機はJ AR L
登録機種ですから，保証願に登録香りまたは機種名を記載することにより唱
送信機系統凶を省略することができます。

情線局事項書亙ぴ工事設計書

21 ~司令る凶纏殺の範幽 宇中鋼電＂重権の＠式
周泡愈管 I＇＇＇；：手 η ｜ 電穫のわ式 I/ ＂工事~.十 事l ; , , t ：蝿 .  
缶、r x  :.r F 3 :1 定射，r桂 fε 

＂竃4直の
刷 z究開

一τ r置世の雇
間

金調の リアクタンス
宜調

,, zて

r”、ノ

電，，へ＂
~~，・ー J ・：； Jー,  

手円割E工＇＇＂ 電 .壇 ,t~ J 軍ι J ( ; ; : 1 6  l:l i ; ;  

」制4イj

T H  25 TH- 45 TH- 55 

くI) 1 4 4M 4 oOM 12肌J M

（言う 10 10 1  

0) 1 1 1MHz帯 4当O恥1! -l zi告 12001¥THz帯

④ M5 7 7 9 6 MA X 1  M5 7 7 9 7 MA× l  孔157787 X  l  

⑤ ll . 7V I 0 . 8W 11.  7 V l 2 W 9 V 4 W 

⑥ i史附する空中線の担ょを，，己人してください。
⑦ 144 430 1200 

⑧ 10 I O 1  

⑨ T l l 4またはT H 25 T l l 5またはT H- 4 5 T l l 9またはT H- 5 5
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・送信機系統図
TH- 25 I U - 146MHz  

TH- 45 

f 200MH，帯



圃- . J ARL 制定アマチュアバンド使用区分

. 1 4 4MHz '  t ント

. 4 3 0 MHzバンド

. 1 2 0 0 MHz＇、ント

E ME  

02 

• l 画像AM/ SSB.  C W .  
デタ
画像

40 .SO 6C .15 

（注 l I  144. 10- 144. 20MH，の周波世帯はすまに遠距離通信に使用する。

F M 

145 00 .60 

L 呼出周波数（非常通信周波数）

全電i皮
型式

閣星

80 146. 00 

(i主2 Iデータ及び画像通信の区分は， 144. 6n- 144. 75MH，円周j度世帯のものについてはF M送信槽その他の周i度数帯円ものについてはS S B送信槽を使用する a

(i主3 ¥  144. 75 145. 60MH，円周措置帯のF M電波町占有周波世帯幅は， 16kH，以下とする。

cw＿デタ 画像

F M レヒタ 商星
全電波
型式

レ ビタ

433 00 434. 0C 435. 00 438. 00 439 00 440 00 

L 呼出周波数（非常通信蹴数）

（注 1）デ タ及び画融通信のl豆分は， 431. 0C 431. SOMH，円周波世帯のものについてはF M送信槽，その地の閣波数帯のも円についてはS S B送信檀を憧用する。

Ii主2 I  431. 50- 434. 00MH，円周波数帯のF M電波の占有周波世帯幅は。 16kH，以下とするロ

（注 3I レピ タ内入出力周波数はす別仁左める。

（注 4 I  435. 00 438. 00MH，の周波世帯は， 1991年12月31日までは， A T V通信に世用することができるロ

f討星

1260. 00 

レヒ
タ

1270 00 1213. 00 

ATV 

ビーコノ

レヒ
ータ

1290. 00 1293. 00 

「 t "  
I  T~: l器 ’ ｜I  - ; :  I  全電誼型式

1293_00 129, . oo /  ,  1291凹 .80 1296四 1297. 日
so .6C • 

L _ 呼出周波数（非常通信周漣艶）

1300. 00 

（注 l 11294. 50- 12C4. 60MH，町周波世帯のビーコノ電池は， 1294. SOMH，か勺20kH，間F摘の周波数を他山する。なおこの叫については聞知を阿るためJ ARL

に呼出符号及V' 周波監等を量持するものとし，その Ji ）＿士は別に定める c

（注 2 I  1294. 60- 1295. SOMHzのF M電波町占有問誼数帯幅は， 16k H, Uドとする。

（注 3I レピ タの入出力周波紋は，別に主的る。

（注 4 I  1260凹 1271. 00MHzの周波数帯は1991年12月31日まで，また1290. 00 1291. 00MHzの周波数帯は当分の間， A T V通信に使用することができる。
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TH- 45回路図
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TH- 45ブロックダイヤグラム
一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一－ 一一一一一一一一一一一一一一一寸

二つ川崎印国ト咽蜘鮒
＼， ’ OJ ' "  

:  ！口
[L!111一一一一一一一一＿J

L  _ _  y一一一一一
I  t一一 一一←ーーて
」－－－－？o -→｜・ト

l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
 CONT ROL  U N何回53 3080- 01)  「－一一一一一一一一一ーーーー一一寸

PCWE: F i  S W 目＂＇・ soc 
ご注意：

回路は技術開発に伴い変更することがあります。



し一一一一一一寸

同2
3 3 0 K  

＋
 

〉
門
市
w
h
r

－q

旬
U
Z

M
 

0
 

5
 

2
 

0
 

6
 

4
T
lゆ

aoo－
 

muu 

w, l "  
.  "  

C P  

豆旦且
T O 
5 C  
Cl  

'  

TH- 55回路図

C ONT R OL  UN I T  ( X 5 3 - 3 1 5 0 - 0 0 J  「一一一一一一一一一一一一寸

.  .  
~ C7 3  

0 2 ?  

匡亙回 :l;"

S P  

J I  
S P  

J 2  
MI C  

I NT  
MI C 

「一一一一一一一一ー－ w,

I X4 I  - 3 0 7 0  - OOJ  
Ql , 3 DT Cl 4 4 E K 
0 2 ・F MG 2  

I X52 - 3130 - 00 J  
I C I  .  L R4 0 8 7 2  

QI  ' 2S C2712 I GRJ  
0 2  .  DT Al l 4 E K 

Dl , 2, 6 MA7 7  
D3  :  DA2 0 4 K  
D4  HS M8 S A S  
D5  :  MAI I O 。I .  DT A 114 Y U 

Q2 , 3 , 5  2 S C4 0 9 3  
Q6,  7  2 S C4095  
QB  .  2 S C3585  
0 9  2SC2714 IOJ  
QI O :  2S J  144 I GRI  
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ご注意：

回路は技術開発に伴い変更することがあります。



TH- 55ブロックダイヤグラム

｜長【－＝一一＝・］

1し廿一一ト一一」 ｜宅 •• '~I l~Ji 
ご注意：

－ーで戸「三六一三三三日1 ~瀦 ii!6o, i  
町 .  L ＿一一ご二「~一一一」

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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